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プロジェクト
概要

学生団体のらねこ

種子島の食に着目した健康づくり活動
は、2024年 1月よりスタートしまし
た。今年度は、JAグループ鹿児島と鹿
児島大学の共同プロジェクト「健康ま
ちづくりプロジェクト」（代表：河野
裕佳、鹿児島大学医学部医学科）と連
携して薬膳レシピの開発と薬膳を囲ん
だ世代間交流に取り組みました。健康
まちづくりプロジェクトが開発した薬
膳レシピを活用して、学生団体のらね
こが種子島の高校や一般社団法人など
とコラボして、薬膳の普及と世代を超
えた交流機会の創出に挑戦しました。

種子島の野菜を使った薬膳試食会の開催
鹿児島大学と連携した薬膳開発
薬膳を囲んだ地域住民との交流機会の創出

具体的な取り組み



薬膳試作会
健康まちづくりプロジェクト

学生団体のらねこ

主な取り組み

薬膳交流会

種子島高校生物生産科コラボ 薬膳料理教室　　　　　
種子島高校生物生産科が育てたオクラとトマトを使い
「爽やかトマトの茶碗蒸し,オクラと長芋のチーズ焼
き」を試作しました。

チャレンジ拠点YOKANAコラボ（中種子町）　　　　
薬膳スムージー交流会として「ミントとパインの爽や
かスムージー」を試作しました。種子島で採れた野菜
をメインに使い地域の方に試食していただきました。

九州大学大学院生を対象とした薬膳キャンプ　　　　　
小中学校の自然体験キャンプなどへの応用を考え、大
院生向けの薬膳キャンプを開催しました。種子島や薬
膳を知ってもらう機会となりました。

学生団体のらねこ

6月号JA広報誌　薬膳試作会　　　　　　　　　　　
鹿児島の特産品であるおくらをつかった「おくらと長
芋のチーズ焼き」を試作しました。鹿児島大学の新入
生や鹿児島大学医学部漢方医学研究会の学生が参加し
ました。

8月号JA広報誌　薬膳試作会　　　　　　　　　　　
「爽やかトマトの茶碗蒸し」を試作しました。試作会
には幼稚園、小学校のお子さん2名も参加し、トマトの
皮をむいたり食材を切ったりなど、できる範囲で調理
を手伝ってもらい、食育につながりました。

　他にも「ピーマンときくらげのきんぴら」などを試作！



チーム紹介

種子島では、中高生による地域探求活動が高大連携により盛んに行わ
れ、市長への政策提言などを通じて、島の課題と未来に対する意識を
醸成する取り組みが行われています。しかし、卒業後に多くの若者が
島を離れ、醸成された意識に基づく研究や活動が生まれにくいという
課題が指摘されています。そこで、私たちは卒業後も島の未来に対す
る意識を持つ若者が変わらず島と関わり続けられるネットワークと活
動ができるコミュニティを整備するために「のらねこ」を立ち上げま
した。団体名「のらねこ」には、種子島出身の大学生が世界中どこ
にいてものびのび自由に活動できる環境を目指すという意味が込めら
れています。2021年5月、5名でスタートした活動は、順調に仲間を
増やし2024年度には37名の学生が所属するコミュニティとなりまし
た。オンラインで11都県の学生を繋ぎ大学での専攻を活かした活動に
ついて話し合っています。帰省時期には住民参加型のビーチクリー
ンの開催や地元の中高生とのワークショップに参加するなど種子島と
の繋がりを保ち続けています。

学生団体のらねこ

健康まちづくりプロジェクトは、地域住民の健康増進を目指して、薬
膳レシピを開発し、食事や栄養に関する知識などの情報を発信してい
ます。薬膳とは、中医学の考えをもとにした、季節や体質に合わせ
た食事のことで、体調不良の改善や健康的な体作りを目的としていま
す。 鹿児島には、住民同士で食べ物をやりとりする行為（おすそわ
け）を行う文化が根付いています。私たちはこの文化に着目して、
おすそわけ行為 × 健康・薬膳レシピにより、住民の健康増進が可能
になると考え、鹿児島でとれる季節の食材を取り入れた薬膳レシピを
開発してきました。また、地域の方々を招いて、薬膳料理を作るイ
ベントなども開催しました。 薬膳レシピによる地域住民の健康増進
に加えて、本プロジェクトは人材育成も目標としています。具体的に
は、生活者の視点を重視した、全人的医療を行える人材、ソーシャ
ルキャピタルの核となる人材、地域特性に基づく健康増進を行える人
材、地域活性化のための企画を立案できる人材の育成です。医学科の
学生をメインに、看護科や工学部など他学部の学生が薬膳レシピの開
発を通して、漢方医や栄養士の先生のアドバイスを受けながら地域の
食材や栄養、食生活について学んでいます。

健康まちづくりプロジェクト









成果
薬膳試作会

参加人数延べ 45 名
種子島での薬膳交流会 3 回
島外での薬膳交流会 1 回
ラジオ出演 1 回

薬膳交流会

大和証券財団2023年度（第30回）ボランティア活動
助成に採択され、活動をご支援いただきました！

本プロジェクトに必要な食材購入費や施設利用費等をご支援い
ただきました。1年間を通して、学生の負担を抑え、充実した
活動を行うことができました。感謝申し上げます。

大和証券財団鳥取支店　七野周介支店長（右）
学生団体のらねこ代表　下江信之介（左）

2024.12 発行　学生団体のらねこプロジェクトレポート
●本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

開発レシピ 6 個（本誌掲載分）
薬膳試作会 4 回
ラジオ出演 1 回

健康まちづくりプロジェクトによる
薬膳レシピは6ページ以降に掲載！


